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事例61　日本人派遣者はなぜ必要なのか
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コーヒー・ブレイク

春の到来を告げる聖パトリック祭　⑴

　３月17日にニューヨーク５番街セントパトリック教会で盛大なパレードがおこなわれ
た。人々はアイルランドの民族衣装や緑色の帽子を身にまとい，ビールを片手に朝から
お祝いをしていた。聖パトリック祭は伝統的な宗教的祝日。緑が中心色でお祝いでは必
ず体の一部に緑色のものを身につける。緑色は，アイルランドで希望と自然そして春の
訪れを表わし，国家を象徴する色と言われている。アイルランドの守護聖人である聖パ
トリックは少年の時，６年の間奴隷としての恐ろしい体験の中で祈りと黙想に安らぎを
見出した。その後聖職者となり60歳に達した時，異教徒を改宗させるためアイルランド
に辿り着いた。アイルランドでキリスト教の布教をおこなった聖パトリックの功績を称
え，命日を聖パトリック祭に制定したのが始まりと言われている。

（安田和弘：日外協「月刊グローバル経営」2008年５月号 Global Beat より）




